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学位論文内容の要旨 
全身麻酔後は呼吸障害(respiratory compromise: RC)への注意が必要である。Integrated 
Pulmonary Index(IPI)は、SpO2、呼気 CO2濃度、呼吸回数、心拍数の 4 項目から算出され
る 10 段階パラメータであり、酸素化及び換気を包括的に評価できる。術後回復室での RC




する呼吸器イベントを RC とした。RC 発生と入室時各項目との関連、及び RC 発生と IPI
変動との関連を評価した。
288 症例中、RC は 18 例（6.3%）に認めた。RC 発生群は非発生群に比べ入室時 IPI 及
び SpO2 が有意に低く、ROC 曲線での曲線下面積は SpO2 より IPI の方が大きかったが有
意差は無かった。更に IPI 変動は発生群の方が有意に大きかった。 
全身麻酔後の IPI 値及びその後の変動は RC 発生の予測に有用であることが示された。 
論文審査結果の要旨 













Integrated pulmonary index can predict respiratory compromise in 
high-risk patients in the post-anesthesia care unit: a prospective, 
observational study 
（Integrated pulmonary index は麻酔後回復室において高リスク患者
の呼吸障害の予測を可能にする：前向き観察研究）
